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ミサの始め
―開祭の意義について―
市　瀬　英　昭
１．ミサの構造ー人間の実存論的構造との対応
「ベートーベンのミサ曲」といったような言い方で「ミサ」（Missa）1）の
語は人口に膾炙されている。カトリック教会では，「聖体祭儀」とともに
よく知られている呼び名ではあるが，これは多くの名称の中の一つであ
る。日本カトリック典礼では，現在のところ「感謝の祭儀」が正式に採
用されているが，歴史的に見れば，この他にも多くの用語がこれに充てら
れてきた。新約聖書に由来する「パン裂き」（Fractio Panis），「主の晩餐」
（Cena Domini），二世紀アンティオキアの使徒教父イグナティオスが使用
する「エウカリスティア」（Eucharistia），三世紀カルタゴの教父キプリア
ヌスの「主のこと」（Dominicum）等があり，更に，「シナクシス」（集会），
「サンクタ・ミステリア」（聖なる秘義），「コレクタ」（集い），また，東方
教会では「レイトゥルギア」2）が使用されている。
一つの祭儀を表現するこれらさまざまの名称はそれぞれ，祭儀の（1） 
公的性格を示すもの（2） キリストとの関係を強調するもの（3） 内容面に
言及するもの（4） 聖なる性格を想起させるもの（5） 外面的な形式を表現
するもの（6） 共同体性を浮き彫りにするもの，といった具合に分類する
こともできよう。要するに，一語では言い尽くすことのできない内容をこ
の「ミサ」は秘めているということであろう。
人間を含む全被造物の救いと回復の初まりであり原型であると信じられ
た「イエス・キリストのできごと」（過越秘義）の言語化の一つに祭儀が
あるのだが，それに如何なる名称が与えられようとも，その祭儀がわれわ
れ人間の実存的（existentiell）なふるまいの基礎をなす実存論的（existential）
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な構造に対応するものを持たなければ，それらは空虚な祭儀となってしま
うであろう。しかし，幸いにも，そうではないように思われる。以下で，「ミ
サの式次第」つまり「ミサの構造」が人間の実存論的構造に呼応するもの，
あるいはこれを回復させるものであることを『総則』4）とともに一瞥して
おきたい。
ミサは会衆が集うことから始まる3）。教会はエクレシア（ekklesia） の邦
訳であり，それは「呼ばれること」あるいは「呼ばれて集まった人々」を
意味する。まず，この呼ばれる，名を呼ばれること，の中に人間にとって
の根本的で幸いなできごとの一つを見ることができる。呼ばれることは関
心をもたれること，配慮されることであり，この経験なしにわれわれは人
間として生きていくことはできない。個人としても共同体としても。新約
聖書のイエスも度々様々な文脈で個人または共同体へ呼びかけている。「ザ
アカイ！」，「マルタ，マルタ」，「トマスよ」，「マリア！」，「友よ」，「小さ
な群れよ」等々。こうして，マタイ福音書はイエスを「すべて重荷を負っ
て苦労している人」へ呼びかける存在，人々を癒し立ち上がらせる存在と
して描くこととなる（11，28）。強制連行はわれわれの人間性を圧迫し押
し殺すが，上のような呼びかかけは回復と新生への招きとなる。
ことばの典礼と呼ばれる部分では，聖書からの朗読と傾聴が中心になる。
この箇所での頂点は「福音朗読」である。ここでは，ことばを聴く，つまり，
ことばを「受ける」ことが重要な側面として浮かび上がることになる。人
間にとって「聴くこと」「受けること」も根源的な現象である。ここから
すべてが始まり，ここからでなければ何も始まらない。キリスト者にとっ
ては「実に，信仰は聞くことにより，しかも，キリストのことばを聞くこ
とによって始まる」（ローマ 10，17）。事実，われわれの「いのち」も功績，
努力なしにまるごと「受けた」ものであり，受けない，聞かない人生はあ
り得ないこととなる。ここでも，ミサの式次第は人間の根本的な構造に対
応する仕方で会衆を案内している。
続く，感謝の典礼と言われる部分では，その頂点が「奉献文」（Prex 
eucharistia　感謝の祈り）にある，と言われれる。ここは感謝の祈りを「捧
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げる」ことに焦点が当てられるが，これも人間存在にとって不可欠の構造
に属している，ということができよう。つまり，われわれは「受ける」だ
けで満足できる存在ではなく，何かを「捧げる」「与える」「差し出す」こ
とで喜びを得て本来性を生きることができる，という事実とこの部分が対
応しているのである。ミサの場で捧げるものは感謝と祈願の祈りことばで
あり，パンとブドー酒であるが，実際にはパウロが言うように，われわれ
の「からだ」つまりわれわれの生活自体である（ローマ 12，1）5）。「犠牲」
（sacrifi cium）ということの意味が近年神学の分野でも見直されているよう
である6）が何かへのコミットメントのない人生は生きるに値しない，と言
われる所以である。
感謝の典礼の中の後半部分に位置するのは「交わりの儀」（ritus
communis） である。「主の祈り」から始まるこの部分にも頂点がある。そ
れは「聖体拝領」（communio） である。この communio の邦訳は容易では
ないが，それが親しくかかわる，親密に交わる，充実した状況で共にいる，
といった意味合いが含まれていることに変わりはなく，これも人間存在の
根源的な欲求に対応する部分である，と思われる。復活のキリストとのコ
ムニオが信者同志のコムニオの基礎となる，ということ，更に，このコム
ニオが全人類と世界へ広がっていく恵みと課題である，という励ましもこ
こに見ることができよう。
ミサを締めくくるのは，閉祭の部分の「派遣」（missio　ミサ！）である。
ここにも人間の主体性が発揮される場がある。つまり，何ごとかを委託さ
れ信頼されて送り出されるということの中にそれが見られるのである。「私
たちの愛することへの能力は，恐らくつねに愛されてきたことの経験から
生まれてくるものである」7）と言われるが，この文章はミサと日常生活の
関連を詩的に表現するものともなっているようである。
以上で，ミサの基本的な構造が人間の構造に対応していることが概観さ
れたが8），次節では，このような構造を視野に入れながら，ミサの「開祭」
について，その位置付けと機能そして問題点等について検討したい。
ミサの始め― ―54
２．「開祭」（Ritus initiales）の位置づけと機能
開祭の部の意義について現行の『総則』ではこう述べられている。
「ことばの典礼の前に行われること，すなわち，入祭，あいさつ，回心，あ
われみの賛歌，栄光の賛歌，集会祈願は，開始（exordium），導入（introductio），
準備 （praeparatio）の性格を持っている。これらの儀式の目的は，一つに
集まった信者が一致するためめであり，また神のことばを正しく聞き，＜
感謝の祭儀＞をふさわしく行うよう自らを整えるためである」（46番）
要するに，この部分の存在意義は，ミサ全体の祭儀・祝祭へ会衆を導入
し，準備させることにある。現行のミサ式次第はもちろんその順序，形態
が一気に作成されたのではなく長い歴史の流れの中で徐々に形成されてき
たものである。ここには古い要素もあれば比較的新しい要素も含まれてい
る9）。それぞれに意味と必要があって式次第の中に導入されたり，作成さ
れたりしてきた種々の要素を整理し見直すことを目指した第二バチカン公
会議の典礼刷新においては，『典礼憲章』が「儀式は簡素の美を備え，簡
明を旨として，不必要な重複を避け，信者の理解力に順応し，一般に説明
を多く要しないものでなければならない」（34番） との原則のもと，次の
ような具体策を示している。
「ミサの式次第を改定し，その各部分の固有な意義と相互に関連をより明
らかにして，信者の敬謙な行動的参加がより容易になるようにしなければ
ならない…儀式はその実質を保ちながら，より簡潔にされなければならな
い。時代の経過につれて重複するようになったものや，それほど益もない
のに付加されるようになってものは削除されるべきである」（50番）
事実，初代教会のミサ典礼祭儀では，典礼的あいさつの後，すぐに聖書
の朗読が行われており10），全体の構成も当然簡素であったと思われる。そ
れが，313年のコンスタンティノス帝のキリスト教公認以来，信者の数が
増し，大きな建造物（バジリカ＝公会堂）の中で行われる祭儀としての体
裁が整えられる必要もあって，それは荘厳，壮大な式となっていく。例えば，
7世紀頃のローマにおける教皇ミサの様子を見れば，ミサが儀式として華
― ―55
美，複雑になり過ぎ，中心が見えにくくなっていることが予想される11）。
その後の歴史的変遷を経て12），現行のミサ式次第は，上述のように，基本
的には四つの部分にまとめられて，これに対応する典礼的場所が，刷新に
より，次のように舞台設定がなされている13）。
開祭（Ritus Initiales）―司祭席
ことばの典礼（Liturgia Verba）―朗読台
感謝の典礼（Liturgia Eucharistica）―祭壇
閉祭（Ritus Conclusioni）―司祭席（祭壇も可）
2.1　入祭（Introitus）
開祭の初めは，“Populo congregato” （会衆が集うと）という式次第のこ
とばである。ピオ五世の『ローマ・ミサ典礼書』（1570年） では，この箇
所が，“Sacerdos paratuscum ingreditur ad altare” （司祭が祭壇へ向かう準備が
できると）という典礼注記になっており，今回の典礼刷新の特徴の一つ
が，すでにここ式次第の冒頭に顔を見せていることになる。つまり，ミ
サ典礼祭儀の主体は会衆自身である，という理解である。これは，集いの
代表者としての司祭の祈りやその他の会衆の祈りも含め，典礼祭儀の中の
祈りは常に「複数形」で唱えられる14），という事実にも現れている。もっ
とも，司式者や朗読者や助祭，聖歌隊や会衆のそれぞれに役割の相違が
あることは必要なことである。その際，留意すべきは「典礼的行為への参
加」（partecipazione all’azione liturgica）は真の意味における「典礼的参加」
（partecipazione liturgica） とならなければない，ということであろう15）。祭
儀の中で具体的な典礼奉仕を担っていない場合でも，心を一つにしてそこ
に「いる」こと自体が典礼的参加なのであるから。
会衆が集い，その後，司式者と奉仕者の入堂行列が行われる。これは，
ミサ中に行われる他の行列ー奉納行列と拝領行列ーの内の最初のものであ
る。その際，この行列に伴う歌として「入祭の歌」が歌われる。歴史的に
は，教皇チェレスティヌス（Celestinus 432年没）が導入したと言われて
いるこの入祭の歌の目的，機能を『総則』はこう規定する。
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「祭儀を開始し，会衆の一致を促進し，会衆の思いを典礼季節と祝祭の神
秘に導入し，司祭と奉仕者の行列を飾る（comitor） ことにある」（47番）
ここでは，歌それも会衆全員で歌う歌の力，共同体を形成する力が強調
されている。典礼祭儀における歌の重要性については度々指摘されており，
それは（1）喜びのしるしであり（2）一致のしるしまたその手段であり（3）
祝祭と勝利の雰囲気を作り出すもの　としてまとめられている16）。しかし，
更に重要なことは「何を」歌うのか，という歌詞，ことばの問題である。
音響（sonus）に対する歌詞の意味内容（sententia）の優位性が認められな
ければらないであろう17）。いずれにしても，正しく位置付けられた「典礼
における歌」は祭儀の副次的な手段ではない。歌うこと自体が典礼的行為
であり（『憲章』112 番） ，典礼祭儀へ奉仕するものである18）。典礼的歌は
自己完結的なものではない。その意味でも，この入祭の歌が導入されたの
は明らかに司牧的配慮の結果である，と言わなければならない19）。また，
入祭時の行列に関しては，これが歴史的に「スタティオ」（statio指定聖堂）
へ向かう行列に由来していることからしても，信仰の公の身体による表現
かつプロパガンダと見ることもできよう20）。
2.2　祭壇への表敬と会衆へのあいさつ
　　（Salutatio altaris et populi congregati） 
司式者と奉仕者たちが祭壇に着くと，司祭は祭壇に向かって深く一礼
する（規範版では osculatio 接吻）。前述のピオ五世の『ローマ・ミサ典礼
書』では，ミサ中の表敬（osculatio）は計 10回なされていたが21），現行の
ものでは，ここ開祭時と閉祭時の二か所だけで行うよう改定された22）。祭
壇は，先に述べられたように，感謝の典礼の中心となる場であり，主の
晩餐の想起がそこで行われる食卓であり「復活の主」の現存のしるしであ
る。祭壇は端的にキリストのシンボルである。初期の祭壇は木製のもので
可動性のある食卓としての機能を持っていたが，後に次第に聖書的な理解
が背景となって石製の祭壇となっていったようである23）。因みに，祭壇へ
― ―57
の二回の表敬の他になされる表敬は福音朗読の前になされる「福音書」へ
のそれ（osculatio）である。この表敬は日本では「うやうやしく押し頂く」
動作に置き換えられている。この福音書への表敬は祭壇へのそれと相まっ
て，ことばとしてもサクラメントとしても，キリストが今・ここに（hic
et nunc）現存することへの信仰の行為となっている。なお，中世の初期には，
キリストのシンボルたるこの祭壇への表敬の意味が全く逆の，つまり，キ
リストが会衆にあいさつする，という意味に取られたことがあったが24），
現在では元来の意味を取り戻している。
また，典礼刷新によって，祭壇が「対面祭壇」（altare versus populum）
に変えられた点についても，そこに典礼祭儀の共同体性の強調をみること
ができよう。しかし，すべての刷新や改定がそうであるように，この変更
も絶対的，排他的なものではない。集いの共同体意識を表現し高揚する場
合には，司祭と会衆が向き合う（versus populum） 方法が有効であろうが，
ミサが「奉献」であり，司祭を先頭にして神の前に進み出る姿，また旅す
る教会の姿を示すという観点からは「背面祭壇」の方がふさわしい，とも
言える25）。
この入祭の部に，「適当であれば」（pro opportunitate）として「献香」
（incensatio）の可能性が開かれている部分がある。香を炊くというシンボ
ルは，宗教史においては魔よけや清めの意味を持っており，旧約新約聖書
においても，清めや捧げ，更に，神の臨在のしるしとなるものであって，
キリスト教典礼においてもこれに意味を吹き込むことができる26）。ではあ
るが，ローマ典礼様式では，この献香に関しては長い間否定的な態度を取っ
ていた。それは恐らくデキウス帝（Decius 251没）のキリスト教迫害の記
憶が原因しているものと言われる。つまり，そこでは背教者が偶像に向かっ
て「香を炊く者」と言われていたのである27）。そのような背景もあり，西
方典礼で香の使用が一般的になったのは，ようやく，カロリング王朝の後，
中世初期になってからである。他方，東方教会においては，ごく初期か
らこの香を炊くことが好まれていた。この献香がオプションではなく，典
礼祭儀の構成要素されているシリア典礼では，香が甘美さと喜び，暖かさ
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と平和を象徴し，更に，キリストの現存を示すものとなっている28）。典礼
祭儀がわれわれの五感にも訴えるものであるとするなら，このような献香
はー決して本質的もものではないがー特に祝祭日にはむしろ薦められるの
ではなかろうか。もっとも，実際の祭儀に参加する人々の感性にふさわし
く触れるものかどうかが，まず配慮されるべきではある。
次の要素は，十字架のしるしと司式者の典礼的あいさつである。十字架
のしるしは，最短の信仰宣言の行為である。この小さなしるしは，（1） イ
エスの十字架死と死への勝利である復活を表す動作であり　（2） イエスの
死と復活に参与する「洗礼の恵み」を想起させるものである。これは初代
教会の入信式の際，受洗者が額に記されたしるしでもあり，段来は個人的
な祈りの前になされていたようであるが，14世紀頃からミサの冒頭部に
取り入れられた。キリスト教典礼はユダヤ教から多くの要素を受け継いだ
が，この十字架のしるしは，キリスト教において付加されたものであり，
キリスト教の特徴を示すものとなっている。いずれにしても，ミサの冒頭
部分で，この小さなしるしをもってイエスの十字架死と復活と洗礼の恵み
との関連が個人としても共同体としても想起さるべきであろう29）
続いて，司祭は両手を広げながら「主はみなさんとともに！」（Dominus
Vobiscum!）の言葉で会衆に呼びかける（1） 。刷新以前は，この形式が唯
一のものであったが，現在は，（2） 「主イエス・キリストの恵み，神の愛，
聖霊の交わりがみなさんとともに！」（3）「主イエス・キリストによって，
神である父からの恵みと平和がみなさんとともに！」が追加され用意され
ている。これらはすべて聖書的な背景も持つ典礼的なあいさつである30）
これらに対する会衆の応答は共通で，“Et cum Spiritu tuo!” であり，日
本では現在のところ「また司祭とともに！」と訳されている。この“spitius” 
の邦訳は困難であって，英訳以外の多くの外国語訳ではこの原語がそのま
ま保存されている31）。直訳すれば「あなたの霊とともに！」であって，こ
こで言われているのは司式者の個人的側面ではなく，司祭の中に働く霊に
ついてであると考えることもできるが，次のような理解が適当であろう。
つまり，キリスト者が集うところには復活の主が現存するという信仰に
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よって，「聖なる」や「霊」という元来キリストを修飾する語が，洗礼によっ
てキリスト者とされた人々にも適応されていくようになった，という理解
である。実際，使徒の書簡では宛て先の人物や共同体に対して，恵みがそ
の人々の「霊とともに」あるように，と記している（ガラテヤ 6，18，ピ
リピ 4，3， フィレモン 25，テモテ，4，22 ）。要するに，キリストに生か
される人は「霊」的なのだ，という解釈である32）。
この対話句　“Dominus Vobiscum ! ― Et cum Spiritu tuo!”33）はミサ式次
第の中で 4回見られるが（冒頭のあいさつ，福音朗読の前，奉献文の前，
派遣の前），それらは会衆を祈りへ招き，また行動的参加を促進する機能
を果たしている。この対話句は，東西両教会にとって貴重な共通の財産で
あり，そこに集う「教会の秘義」を表現するものとなっている（『総則』
50）。
当日のミサへの案内は，司祭か他の奉仕者が「ごく簡潔に」（brevissimis
verbis） 行うことができる（同上）。ここは，解説や説明あるいは司式者の
個人的な見解が述べられる場ではなく，あくまでも，会衆全体をこれから
行われる「信仰の秘義の祝祭」へと招待する場であることに留意さるべき
であろう。
2.3　回心の祈り（Actus paenitetialis）
この部分も，刷新以前は司祭の準備，つまり，司祭が「会衆のために」
ふさわしくミサを捧げることができるようにと，司祭が侍者を伴い個人的
に祭壇の前で祈る「階段祈祷」と呼ばれる箇所であった。今回の刷新では，
ミサは司祭も「会衆とともに」祝う祭儀である，という行動的参加の理念
により，共同体全体で行うものとして，基本形としては以下のような構成
となった。
（1） 司祭の招きの言葉（創作が可能な部分）
（2） ひとときの沈黙―「各自が心を自己に向けるため」（『総則』45番） 
（3） 共同で唱える回心の祈り
（4） 神にゆるしを願う司祭の祈り
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（5） 会衆の同意の応答（アーメン！）
祈りや祭儀と回心の祈り，ないし行為の関連については，新約聖書の記
録（マタイ 5，23―24 ）の他に，2世紀のシリア地方に由来する『ディダケー』
の言葉34）がある示唆をしているが，回心の祈りとしてローマ典礼様式の
ミサへ導入されたのはかなり後代の 16世紀になってからである35）。
今回の刷新では，回心ということ，罪ということの社会性と共同体性が
全面に打ち出されることとなった。それは，それまでの理解が罪と回心の
個人的の側面，心理的な側面が強く前景に出ていたことへの反省の結果で
ある。しかしながら，この箇所に限らず，典礼祭儀において個人と共同体
とは分かち難くかかわり合っているのであって，両者を厳密に区別するこ
とはできないし，それは適切でもない。事実，この回心の祈りへの導入で
の司祭の複数形による呼びかけに会衆は単数形で応えているのである。
「兄弟たち，私たちの罪を認めよう（Ftatres, agnoscamus peccata nostra）
「私は告白する…Confi teor…」
なお，この Confi teorの祈りの中で，「天使」にも取り成しを願う箇所が
あるが，これも，典礼祭儀の天地を含む共同体性を表現すものとなってい
る36）。
Confi teri（コンフィテーリ）の語は初期ラテン用法では，非常に豊かで
多様な意味を有している37）。この動詞は，単に「罪を」告白することに限
らず，「信仰を」告白する（＝宣言する）こと，また，「神を」告白する（＝
賛美する）ことにも文脈によってはなり得る。確かに，罪を告白し，神の
ゆるしに感謝と賛美を捧げることは重なり合っており，これらを分離する
ことはできない38）。ここで会衆は神に罪のゆるしを願いつつ，神に感謝し
賛美するのである。司祭の招きの意図は，われわれの罪深さに目を向けさ
せることよりも，ゆるしと憐れみに満ち溢れる神に心を向けさせることに
ある，と言えよう。これは次の「あわれみの賛歌」につながるテーマである。
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2.4　あわれみの賛歌（Kyrie, eleison）
この賛歌はシチリア出身のギリシャ人教皇ゲラジウス一世（Gelasius在
位 492―496） により東方典礼から取り入れれたとみなされている。これは
確かに，5世紀以前のローマ典礼様式のミサには見られなかったものであ
る39）。由来に関しては，「ゲラジウスの嘆願」（Deprecatio Gelasii）と呼ば
れる連願型式の祈りの後に唱えられていた歓呼が残ったものと考えられて
いる。これに関しては異論もあるが40），ミサ祭儀への導入は古く，現行の
式次第では省略されてはならない賛歌とされている。その理由としてな主
に二つのことが考えれられる。一つは，この「キリエ！」（主よ！）とい
うギリシャ語の呼びかけが復活の主キリストへの信仰宣言とされている点
である。この呼称は旧約聖書では「ヤーヴェ」（詩編 6，3等）であるが，
新約聖書ではイエス・キリストを指している（マタイ 9，27：15，22：
17，15等）。特に，パウロの場合，七十人訳旧約聖書をそのまま引用する
とき以外は，この呼称は復活のキリストの意味で持つ。この「キリエ・エ
レイソン！」も実は例えば，太陽神崇拝や皇帝崇拝の拒否という意味に
おいて，信仰宣言の機能を果たしているのである41）。すなわち，昇り来る
太陽に向かって叫ばれる「我らをあわれみたまえ」の歓呼に対しまた「主
にして神」（Kyrios kai Theos）と呼ばせていたネロ帝（Nero　在位 54―68）
やドミティアヌス帝（Domitianus　在位 81―96）等に対して，キリストこ
そ「主」である，との信仰を表現するものである。現代における偶像に対
しても信者はそのような表明を行うことになる。典礼は常に「預言的典礼」
なのである42）。
二つ目は，この呼称が，その起源からすれば，ゆるしを求める叫びとい
うよりも，むしろ「～に栄光あれ！」や「我らの祈りを聞きたまえ！」と
の意味で表敬や祈願の歓呼であった，という点である43）。これは「ゲラジ
ウスの嘆願」における応唱の意味であり，現代では，例えば，テゼー共同
体における共同祈願への応唱として受け継がれているものである。要する
に，この「あわれみの賛歌」はその直前の「回心の祈り」とのまとまりの
中で「ゆるしの祈願」と「賛美の歓呼」という二重の機能を担っているこ
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となる44）。
開祭の部に属するこれらの箇所（3，4）における「ゆるし」は，儀式書
『ゆるしの秘跡』（Ordo Paenitentiae ）におけるものと同じではなく（『総則』
51），あくまでもミサ典礼祭儀の全体への導入として位置付けられなけれ
ばならない。ゆるしを求める祈願はミサ式次第にいくどとなく挿入されて
おり45），また，ミサに参加すること自体がゆるしと和解の行為なのである
から46），この箇所を過度に強調することで祭儀全体のバランスを崩すこと
になってはならないであろう。祭儀の始めに，個人としても共同体として
も，自分たちの「からだを澄ますこと」（竹内敏晴）が求められているの
である。
2.5　栄光の賛歌（Gloria in excelsis）
これは東方典礼の「朝の時課」（Orthros オルトロス）から取り入れられ
た非常に古い 5世紀頃の賛歌である。この賛歌も本来ミサのために作成さ
れたものではないが，現行のミサにおいては，主日や祝日に全会衆によっ
て歌われ，祭儀に彩りを添えるものとなっている。栄光の賛歌について『総
則』は，
「きわめて古くとうとぶべき賛歌であって，聖霊のうちに集う教会は，こ
の歌をもって神なる父と小羊をたたえ，祈るのである」（53番）
大栄唱とも呼び得るこの「グロリア」は三部構成になっており 「テ・デ
ウム　Te Deum」と同様に，キリスト教の福音の根本的な構造をなしてい
る，と言えよう47）。この賛歌はその性格上，待降節と四旬節には歌われな
いが，主日や祝日は勿論のこと，その他すべての祭日や特に何らかの記念
が盛大に行われる祭儀において歌われ，祝祭の雰囲気をかもしだすことに
資している。歌い方に関しては，詩編の唱和の際のように歌うこともでき，
全会衆の参加する歌とされている。だたし，この賛歌がこれに続く，開祭
の部の中心である「集会祈願」を覆い隠すようなものになってはならない
であろう。
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2.6　集会祈願（Collecta）
開祭の部を締めくくると同時に，ミサ祭儀全体への導入の機能を果たす
のはこの「集会祈願」である。これは，ミサ式次第の中の三つの「公式祈
願」のうちの最初のもので，開祭の最も重要な部分であり，当然，歴史的
にも最も初期の段階に属する祈りである。なお他の二つの公式祈願は，「奉
納祈願」（Oratio super oblata） と「拝領祈願」（Oratio posto communionem）
である。これらが「公式祈願」と呼ばれる理由を『総則』はこう述べている。
「キリストの代理者として集会をつかさどる司祭が，聖なら民全体と会衆
一同の名によって神にささげる」祈りである（30番）
“Oratio”（オラティオ，祈願）は伝統的にローマ典礼様式に特有の語で
あり，刷新以前の『ローマ・ミサ典礼書』では，この集会祈願にも“Oratio ” （オ
ラティオ）という名称が充てられていたが，改定によってそれが“Collecta”
（コレクタ）の用語へ変更されることとなった。ガリア典礼様式から採用
された，「集められたもの」を意味するこの用語も，ミサ典礼祭儀の共同
体性を浮き彫りにするものである。なぜなら，コレクタの語は会衆の祈り
と意向を「集めて」これを神の前に差し出す，という側面を強調するもの
だからである48）。
この集会祈願の構成は以下のようになっており，それは他の二つの公式
祈願についても同様である49）。祈願本文の構成とともに列記すると以下の
ようになる。
（1）司祭の祈りへの招き ―オレームス（Oremus　祈りましょう）
（2）ひとときの沈黙 ―「各人が心を自己に向けるため」（『総則』45番）
（3）司祭が会衆を代表して唱える祈願本文
（a）父なる神への呼びかけ ―“Deus”（神よ）あるいは簡潔な形容詞を
伴う “Deus”
（b）神による救いのわざの想起 ―アナムネーシス
（c）願い ―（b）に基礎を置いてなされる現在と将来の祈願 ―エピクレー
シス
（d）結び ―聖霊の交わりの中で（in），キリストを通して（per），神へ（ad）
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向かう
（4）会衆の同意 ―アーメン！（Amen! そうなりますように！）
これを復活の主日の「集会祈願」の例で示すと次のようになる。
“Deus［呼びかけ］，qui hodierna die, per Unigenitum tuum aeternitatia nobis
aditum, dicicta morte, reserasti［アナムネーシス］
da nobis, quaesumus, ut, qui resurrectionis dominicae sollemia colimus, per
innovationem tui Spitirus in lumine vitae resurgamus［エピクレーシス］，
Per Dominum nostrum Jesum Christum Filium tuum, qui tecum vivit et regnat in
unitate Spitirus Sancti, Deus, per omnia seacula saeclorum［結び］．
Amen［会衆の同意］．”
「神よ［呼びかけ］，
あなたは，今日，御独り子によって死を打ち砕き，永遠のいのちの門を開
いてくださいました［アナムネーシス］。
主イエスの復活を記念し，この神秘にあずかる私たちを，あなたの霊によっ
て新たにし，永遠のいのちに復活させてください［エピクレーシス］。
聖霊の交わりの中で，あなたとともに世々に生き，支配しておられる御子，
私たちの主イエス・キリストによって［結び］。
アーメン！［会衆の同意］」
ローマ典礼様式は，上のような祈願に限らず，全体として簡潔，法的な
形式を有している50）。これは一般的に言えばラテン語という文字文化の特
徴でもあると思われるが，上の祈願も非常に簡潔な文章である。しかし，
極度に凝縮された祈りの中に，神と人間との出会い，神の人間への愛，人
間の心からの願いが込められたものとなっている51）。
さて，典礼祭儀は言葉だけではなく種々のシンボルや動作を伴うもので
あり，これらも重要な働きをする。その意味でも，この集会祈願を祈る司
祭の姿勢，動作，発声，朗唱のテンポ等も大切な要素となる。公式祈願お
よび奉献文や他の公の祈願の場合，司祭は伝統的に「オランス」（orans）
の姿勢を取ることになっている。これは，古代キリスト教美術等に見られ
る，手を広げて祈る人の基本姿勢である。このシンボリズムについて細か
く定義することはできないし，その必要もないであろう52）。すべての被造
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物の父なる神へ全幅の信頼をおいて「祈る教会」（ecclesia orans） の姿をそ
こに見ることが重要である。
３．問題点と提案
以上，開祭の構成要素の歴史的由来や位置付け等について考察してきた
が，本節では，現行の『ミサ典礼書』の「式次第」におけるそれらの存在
意義，機能そして問題点についてまとめておきたい。始めに述べられたよ
うに，それぞれの要素は必要と意義が認められて現行のミサ式次第の中に
位置を占めているものである。そして，これは第二バチカン公会議の典礼
刷新によって整理され再編成されたものではあるが，問題も残されている。
第一に，祭儀全体への準備，導入という性格にもかかわらず，この開祭
に 6つの要素が含まれている，という点が上げられる53）。所謂「積み込み
過ぎ」54）の問題である。この点に関しては次のように考えられる。『ミサ
典礼書』は教会の信仰を表明する貴重な文書であり，その冒頭に置かれた
『総則』も祭儀の形式と内容を簡潔に示す大切な指針であるが，それらは，
結局は会衆をイエス・キリストにおいて現された「救いの秘義」へ招待し
ようとする，謂わば「手引書」である55）。更に，これらは「標準型」とい
われる比較的大きな教会をモデルとしているものであり56），故に各小教区
においては，それぞれの規模と事情に合わせてこれを応用する必要がある。
しかし，そのためにも「標準型」を学ぶことが大切，ということである。
第二は，上と関連して，開祭の最後に位置し最も重要な要素とされる「集
会祈願」が非常に簡潔な文章であることもあって，実際には，これに先行
する要素によって，謂わば「影が薄くなる」傾向があることである。例え
ば，「グロリア」57）がパイプ・オルガン等の伴奏で華々しく歌われる場合，
また，回心の祈りの部で「アスペルジス」（aspergis潅水式）が時間をかけ
て行われる場合などに起こり得ることである。この点に関しては次のよう
に言えよう。その際は，祭儀の長を務める司式者が，集会祈願の重要性を
しっかり意識して十分な間を取り，会衆の落ち着きを待って，祈願の本文
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が全会衆の「腑に落ちる」ような朗唱をすること。それ以外にない。会衆
もこれを聞きながら祈りを学ぶのである58）。
第三は，「回心の祈り」の位置付けの問題である。つまり，ミサは賛美
と感謝の場であって「なによりも神が成就されたことを賛美するために教
会に行くのであって，私たちが罪人であることを神に告げるために行くわ
けではない」59）という理解から，毎回「罪のゆるし」を請うことの必然性
を問う議論である。また，別の観点からこの「回心の祈り」を「ことばの
典礼」の後に移行させる提案もある60）。これらに関しては，次のように言
えよう。式次第の変更については別として，上述されたように，回心にし
てもキリエにしても，決して一意的ではなく重層的な意味を含んでいるこ
とを想起すべきである。だから回心やゆるしが強調される「四旬節」のよ
うな典礼季節に，それらが特徴的に行われるように工夫をすることができ
る61）。他方，祝祭の雰囲気が全面に出る典礼季節には，回心やキリエに含
まれる「賛美」と「感謝」の次元を打ち出すことで解決の方向を示すこと
ができるのではなかろうか。
「感性に訴える言葉にはどんなものがあるかというと，まず詩があります
が，いわゆるまず文字言語を離れても，音楽，絵画彫刻，舞踏，その他，
人間の芸術的表現といわれるものは，みなそういうものだと思うんです。
たとえばダンスでもダンスのことをよく知っている人と知らない人とが同
じダンスを見たのでは，二人が感じとるものはずいぶん違います。それは
理屈が伝わればいいというようなものじゃない。踊り手の体の一瞬一瞬の
緊張のあり方が，全然踊りを知らない人にはなんでもなく見えても，踊り
を知っている人には，ピンピン体でわかってしまいます。それをもとにし
て自分の感性の判断によって，これはすばらしい舞踏家だ，あるいはダメ
なダンサーだというふうに判断できるわけです…感性に訴える作品という
のは本来そういうものなんです。それを受け取るには受け取るだけの準備
も訓練も必要なんです…」62）
上の指摘は万事について通用する原理であると思われる。特に，感性と
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理性を含むわれわれの体全体を巻き込む典礼祭儀の場合，想起すべき点で
あろう。その準備，訓練の大切さは決して外面的形式的な事がらに限られ
るわけではない。「神が働かれるのだ」ということが強調されるあまり人
間の主体性や責任が消え去ってはならない。われわれが与えられるものを
「うけ・とる」，聞こえることばを「きき・とる」といった信仰の行為をもっ
て迎えなければ，「神の恵み」は空しく流れ去ってしまうのではなかろうか。
これまで見てきた「開祭」は，あくまでも準備，導入に過ぎない。しかし，
それがどのようになされるかによって，これに続く「神のことば」と「キ
リストのパン」が会衆によってどのように「うけ・とられる」がが，ある
意味で，決定されると言えよう。
始まりをおろそかしてはならない。始まりはつけたしではない。ミサ典
礼祭儀における始まり，「開祭」は祭儀全体のトーンを設定するのである。
“Well begun is half done”63）
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